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安全にお使いいただくために  
危険や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った扱いをすると生じることが想定される内容を次の定義のように「警
告」「注意」の二つに区分しています。

この表示内容を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

この表示内容を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が
想定される内容です。注意 

警告

警告
整備の際は、資格のある整備担当者に必ずご相談ください。電源コードやプラグの損傷、液体や異物が装置内に入り込•	
んだ場	合、装置が雨や湿気にさらされた場合、正常に作動しない場合、装置を落とした場合など、装置が何らかの状態
で損傷した場合は、整備が必要です。	
装置に水滴やしぶきが付かないようにしてください。装置の上に花瓶などの液体の入った物を置かないでください。•	
本製品の改造は試みないでください。改造した場合には怪我や製品故障の原因となります。•	

注意  
この製品は水の近くで使用しないでください。•	
掃除は、必ず乾いた布で拭いてください。•	
通風口を塞がないようにしてください。使用説明書に従って設置してください。•	
ラジエーターや暖房送風口、ストーブ、その他、熱を発生する機器（アンプなど）の近くには設置しないでください。•	
有極プラグやアース付きプラグは安全のために用いられています。無効にしないようにしてください。有極プラグは、2•	
本のブレードのうち一方が幅広になっています。アース付きプラグは、2本のブレードの他に、3本目のアースの棒がつ
いています。幅広のブレードや3本目の棒は、安全のためにあるものです。これらのプラグがコンセントの差し込み口に
合わない場合は、電気工事業者に相談し、コンセントを交換してもらってください。
電源コードは、特にプラグ差し込み部分、延長コード、機器から出ている部分において、引っかかって抜けたり挟まれ•	
たりしないよう	に保護してください。
アタッチメントや付属品は、必ずメーカー指定のものをご利用ください。•	
カートやスタンド、三脚、ブラケット、テーブル等は、メーカー指定のものか、この装置用に販売されているものを必•	
ずご利用くださ	い。カートを使用する場合は、装置を載せて移動する際、怪我をしないよう注意してください。

雷を伴う嵐の際、または長期間使用しない場合は、プラグをコンセントから抜いてください。•	

●送信機技術基準適合証明ラベルについて
送信機は電波法で規定される技術基準適合証明品です。証明番号を記した証明ラベルが1台ずつ貼ってあります。表示の改変、
除去は法律で禁じられていますので、みだりに剥がしたり、損傷することのないよう注意してください。

●違法改造について
機器を分解したり、内部の部品に触れたりしないでください。改造等は法律で禁じられています。
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商品説明

Shure モデル SCM810/E は 8 チャ ンネル ・ オー ト マチ ッ ク ・ マイ ク ロホ

ン ミ キサーで、 サウン ド リ イ ン フ ォース メ ン ト 、 録音、 放送用途に使用さ

れる ものです。 SCM810は複数のマイ ク ロホンを必要とするあらゆるアプ

リ ケーシ ョ ンにおいてオーデ ィ オ音質を劇的に向上させます。 あ らゆる

低イ ン ピーダンスのダ イナ ミ ッ ク型まはた コ ンデンサー型マ イ ク ロホン

（ワイヤレスを含む） と SCM810/E は併用できます。 複数の SCM810 ミ

キサーを別の SCM810/E ミ キサーや Shure モデル FP410、 SCM410、

SCM800、 AMS8100 の ミ キサーに接続できます。

各入力チャ ンネルに 2 バン ド イ コ ラ イザー1 つと ロジ ッ ク入出力端子を 3
つ搭載し ています。 イ コ ラ イザーは不要な低周波の音声ピ ッ ク ア ッ プ を

減ら し、 ラベリ ア型、 バウンダ リ型、 ハン ド ヘルド型など異種のマイ ク ロ

ホンからの音の差を な く し ます。 ロ ジ ッ ク入出力端子は外部装置の制御

に使用できます。

SCM810/E は交流電圧 100 ～ 120 ボル ト 、 SCM810E は交流電圧 220 ～

240 ボル ト で作動し ます。 各 ミ キサーには電源コー ド、 ラ ッ クマウン ト 金

具一式、 リ ン クケーブルが付いています。

システムの機能

• バッ クグラウン ド の室内雑音の変化に合わせて自動的に調整す
る、 高速で ノ イズフ リーのマイ ク ロホン選択

• 追加のマイ ク ロホンを作動する と自動的にゲイン調整
• 周囲の音を維持するLast Mic Lock-On ( ラス ト マイ ク ロ ッ クオン )

回路
• 各チ ャ ンネルに調整可能な低周波ロールオ フ と高周波シ ェルビ

ング機能
• チ ャ ンネル作動イ ンジケー タ ーおよびク リ ッ ピ ングイ ンジケー

ター

• 選択可能なスレ ッ シ ョ ルド および LED インジケーター付きピー
ク応答出力リ ミ ター

• アク テ ィ ブバラ ンス型マイ ク ロホンレベルのXLR入力端子、およ
びアクテ ィ ブバラ ンス型 Mic/Line レベルの XLR 出力端子

• Aux レベル入力手動レベルコ ン ト ロール
• フ ロン ト パネルにレベルコ ン ト ロール付きヘ ッ ド ホン出力端子
• 最大 400 本のマイ ク ロホン接続が可能

動作原理

SCM810/E オー ト マチ ッ ク ・ ミ キサーの基盤と な っ ている動作原理は、

Shure 特許 * の IntelliMix® 回路です。 IntelliMix は次の 3 つの異なる機能を

組み合わせ、 シームレスなオー ト マチ ッ ク ミ キシングを実現し ます。 
• ノ イズ適応スレ ッ シ ョ ルド。 エアコ ン等の絶えず続 く バッ クグ

ラウン ド ノ イズと、スピーチなどの変化する音源を各入力チャ ン
ネル用に区別し ます。 起動ス レ ッ シ ョ ル ド 値が常時調整されて
おり、バッ ググラウン ド ノ イズよ り大きいスピーチレベルが生じ
たと きにのみ、 チャ ンネルが有効にな り ます。

• MaxBus。 一つの音源に対し て有効になるチャ ンネル数を制御し
ます。 複数のマイ ク ロホンが発言者 （音源） を感知し ても、 一人
の発言者につきチャ ンネルが 1 つだけ有効にな り ます。

• Last Mic Lock-On。 最後に使用したマイ ク ロホンは、次のマイ ク
ロホンが作動するまでオン状態を保持し ます。 Last Mic Lock-On
な し では、会話中に長いポーズが起こ る と全マイ ク ロホンがオフ
になるため、音声信号が無 く な く なったよ う に聞こえて し まいま
す。 Last Mic Lock-On によ りバッ クグラウン ドの雰囲気が常に維
持されます。
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フ ロン ト パネルの機能

モデル SCM810 のフ ロン ト パネル
図 1

� マイ ク ロホンチャ ンネル・ゲイ ン コ ン ト ロール 1～8 : マイ ク ロホンの

ゲイ ン調節を し ます。 
� 入力信号LED1～8 : チャ ンネル作動時は緑色のラ イ ト にな り、ク リ ッ

ピングレベルが 6 dB 以下になる と赤色のラ イ ト にな り ます。

� ローカ ッ ト フ ィ ルタ・コ ン ト ロール1～8 :  凹型ねじ回し で調節できる

調節可能な低域ロールオフ （ハイパス） によ り不快な低周波信号を低

減し ます。

� 高域シ ェルビングフ ィ ルタ・コ ン ト ロール 1 ～ 8 : 中・高帯域のレベル

ブース ト やレベルカ ッ ト を し、軸外の ト ーン変化の補正や高域の S 音

（シビ ラ ンス） カ ッ ト の補正を し ます。

� AUX （補助） レベルコ ン ト ロール : 隣接の 1/4 イ ンチ INPUT （入力）

フ ォーンジ ャ ッ ク またはリ アパネルの 1/4 イ ンチ AUX 入力に接続さ

れた Aux レベル機器用に入力レベルを設定し ます。

� Aux INPUT 1/4 イ ンチフ ォーンジャ ッ ク : 外部補助装置レベルまたは

ラ イ ンレベルの音源を ミ ッ クス し て出力し ます。 この出力は自動では

あ り ません。 信号はリ ン ク された全 ミ キサーの出力に表示されます。

� MASTER （マス ター） レベルコ ン ト ロール : 全体的な ミ ッ クスレベル

を決定し ます。

	 出力レベルメ ータ  : 9 つのセグ メ ン ト から成る LED メ ータはピーク出

力信号レベルを表示し ます。 最後の LED はリ ミ ター作用を表示し ま

す。


 PHONES （ヘ ッ ド ホン） コ ン ト ロールおよび 1/4 インチフ ォーン

ジ ャ ッ ク  : ヘ ッ ド ホン を通じ て ミ キサー出力のモニ ターができます。

PHONES つまみでヘ ッ ド ホンの出力レベルを調節し ます。

� 電源 LED : 装置に電源が入っている と き緑色に点灯し ます。

リ アパネルの機能

SCM810 のリ アパネル
図 2

� AC 電源コネク ターと ロ ッ カースイ ッ チ : コネク ターを電源に差し込

むと装置に交流電源が供給されます。 ロ ッ カースイ ッ チは装置をオン

にし ます。


 マイ ク ロホンロジ ッ ク入出力端子 : DB-25 オスコネク ターは各チャ ン

ネルの GATE OUT ( ゲー ト アウ ト )、 MUTE IN ( ミ ュ ー ト イ ン )、
OVERRIDE IN ( オーバーラ イ ド イ ン） といったロジ ッ ク入出力端子

とのイ ン ターフ ェ ース と な り ます。 ロジ ッ クの推奨アプ リ ケーシ ョ ン

の項をご参照 く だ さい。 注 ： これは RS-232 ポー ト ではあ り ません。

� DIP スイ ッ チ : 7 ポジシ ョ ンある DIP スイ ッ チは ミ キサーの設定オプ

シ ョ ンを提供し ます （DIP スイ ッ チの項をご参照 く だ さい）。

� LINK IN/OUT（リ ン ク イ ン / アウ ト ）ジ ャ ッ ク : 複数の ミ キサーを積み

重ねて追加入力できるよ う にし ます。 最大 50 台までの SCM810 ミ キ

サーを リ ン クできます。

� LINE OUTPUT ( ラ イ ン出力) 取外し可能ブロ ッ ク コネク ター : アンプ

やレ コーダー、 その他の ミ キサーに接続するためのア ク テ ィ ブバラ ン

ス型ラ イ ンレベルの信号。 出力はマイ ク ロホンレベルに変更できます

（内部の変更をご参照 く だ さい）。

� DIRECT OUT（ダイ レ ク ト 出力） 1/4 イ ンチフ ォーンジャ ッ ク : 各チャ

ンネルからのゲー ト されていない Aux レベル信号を提供し ます。 ダイ

レ ク ト 出力は配線されたプ リ フ ェ ーダーおよびプ リ イ コ ラ イザーで

す。 ミ キシングコ ン ソール用のゲーテ ィ ッ ド チャ ンネル出力、 送受信

イ ンサー ト ポイ ン ト または外部スピーチゲー ト と し て使用するため

に変更できます （内部の変更の項をご参照 く だ さい）。

フ ァ ン タム
（PHM） LINE

レベル
（LINE）

( スイ ッ チはコネク ター
の後ろ )

MIC
レベル
(MIC)
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� AUX/D.O./D.O.(AUX 入力 / ダイ レ ク ト 出力） 切替スイ ッ チ : ラ イ ン出

力コネク ターの後ろにある このスイ ッ チは、 チャ ンネル 8 ダイ レ ク ト

出力ジ ャ ッ クの補助入力機能 と直接出力機能 と を切 り 替えます。 ス
イ ッ チを左にする と AUX IN、中央および右にする と DIRECT OUT で

す。

� 入力 1 ～ 8 取外し可能ブロ ッ ク コネク ター : ア ク テ ィ ブバラ ンス型マ

イ ク ロホンレベルまたはラ イ ンレベルの入力。

� 入力信号 1 ～ 8（MIC/PHM/LINE） 切替スイ ッ チ :  取外し可能ブロ ッ ク

コネク ターの後ろにある このスイ ッ チは、 マイ ク ロホンレベル （左）、

48 ボル ト フ ァ ン タム電源使用でのマイ ク ロホンレベル （中央）、 また

はラ イ ンレベル （右） での信号操作を選択し ます。

DIP スイ ッ チ

リ アパネルのDIP スイ ッ チには次の設定オプシ ョ ンがあ り ます。 太字で表

示の位置は出荷時設定のものです。

注：スイ ッ チの位置と効果は図 3 および ミ キサーのラベルにも表示されて

います。

変更可能な機能スイ ッ チ
図 3

DIP スイ ッ チ SW702 の機能

手動 / 自動 : 自動作動は手動位置で無効にな り ます。 手動モー ド では、 標

準の 8 × 1 （8 入力 1 出力） ミ キサーと し て機能し ます。

Last Mic Lock-On: Last Mic Lock-On 機能は、次のマイ ク ロホンが作動す

るまでの間、 最後に使用し たマイ ク ロホンをオン状態に保持し ます。 この

機能を無効にする と、プ リ セ ッ ト のホールド タ イム後にマイ ク ロホンはオ

フにな り ます。

ホールド タ イム : 発言者が話し終えた後、 ロ ッ クオン されていない有効の

マイ ク ロホンをオン状態にし てお く 時間を調節し ます。 設定は 0.4 秒また

は 1.0 秒です。

オフア ッ テネーシ ョ ン ： オフア ッ テネーシ ョ ンのレベルを 15 dB から無

限 （∞） に変更し ます。 15 dB 設定では、 未使用のマイ ク ロホンのレベル

は作動し た時、15 dB 低い状態になっています。 �Ε 設定では、未使用のマ

イ ク ロホンは完全にオフにな り ます。

リ ミ タースレ ッ シ ョ ルド : 出力リ ミ タースレ ッ シ ョ ルド を変更し ます。 設
定は、 OFF （出荷時設定）、 +16 dBm、 +8 dBm、 +4 dBm です （その他の

スレ ッ シ ョ ルド設定については、 内部の変更をご参照 く だ さい）。

リ ン クグローバル / ローカル : リ ン ク されている各 SCM810 の出力に、独

自のプログラム出力だけが含まれているか、それと も リ ン ク された全ての

ミ キサーのプログラム出力が含まれているかを判断し ます（詳細について

は、 ミ キサーのリ ン ク をご参照 く だ さい）。

1 2 3  4 5  6  7

DIP
ÉXÉCÉbÉ`

SW702
（ ミ キサーの
リ アパネル）

DIP スイ ッ チ
SW702

スイ ッ チの機能 手動 / 自動
Last Mic 
Lock-On ホールド タ イム

オフ ア ッ テネー

シ ョ ンレベル
リ ミ タースレッシ ョルド

リ ン ク ローカル /
グローバル

スイッ チの位置番号 1 2 3 4 5,6 7

スイ ッ チア ッ プ 自動 オン 0.4 秒 15 dB

5 ア ッ プ
　 　 　 　    = Limiter off  
6 ア ッ プ

5 ダウン
　 　 　 　 　 　  = +8 dBm 
6 ア ッ プ
 

5 ア ッ プ
　 　 　 　 　  = +16 dBm 
6 ダウン

5 ダウン
　 　 　 　 　 　  = +4 dBm 
6 ダウン

グローバル

スイ ッ チダウン 手動 ホールド タ イム
後、 全マイ ク ロホ

ンはオフ

1.0 秒 ∞ ( 完全にオフ ) ローカル
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設置およびシステム設定

ミ キサーのラ ッ クマウン ト

SCM810 を 483 ミ リの標準オーデ ィ オ機器ラ ッ クにマウン ト するには、図

4に示すよ う に ミ キサーを ラ ッ クにスラ イ ド させて同梱のプ ラスねじ で固

定し ます。 ねじは ４ 本と も全部使用し て く だ さい。

SCM810/E のラ ッ クマウン ト
図 4

SCM810/E の接続

オーデ ィ オの接続は次のよ う にし て く だ さい （図 5 参照）。

1. マ イ ク ロホン またはラ イ ン レベルの信号源をチ ャ ンネル入力コ ネ ク

ターに接続し ます （従来型の 2 芯シールド ケーブルを使用し て く だ さ

い）。

2. ねじ回し などの工具を各ブ ロ ッ ク コ ネ ク タ ーの上にあるスロ ッ ト に

挿入し、 必要に応じ て入力スラ イ ド スイ ッ チの位置を次のよ う に調節

し ます ： マイ ク ロホン （左）、 48 ボル ト フ ァ ン タム電源使用でのマイ

ク ロホン （中央）、 ラ イ ンレベル （右）。

3. SCM810 ラ イ ンレベル出力を ミ キサー、 イ コ ラ イザー、 アンプ、 レ

コーダーのいずれかの入力に接続し ます。

4. ヘ ッ ド ホンでのモニ ター用には、 ヘ ッ ド ホンを フ ロン ト パネルの 1/4
インチフ ォーンジ ャ ッ クに接続し ます。

5. 電源コー ド を AC120V(SCM810) または AC230V(SCM810E) の電源に

接続し ます。 使用電圧を変更する場合は、内部の変更 の項をご参照 く

だ さい。

オーデ ィ オの接続
図 5

出力リ ミ ターの設定

出力リ ミ ターは通常のプログラムレベルに影響を及ぼすこ と な く 、大音量

のプログラムピーク時の歪みを防止し ます。 これによ り、SCM810/E 出力

に接続し た装置のオーバーロー ド を防ぎます。

個々のチ ャ ンネルまたはマス タ ーゲイ ン コ ン ト ロールを上げる と平均出

力が増大し、 リ ミ テ ィ ングの量も増加し ます。 供給時、 出力リ ミ ターは無

効になっています。 しかし、 リ ミ タースレ ッ シ ョ ルド を変更し てピーク出

力レベルを +4、 +8、 または +16 dBm にする こ とができます。 内部の変更

の項をご参照 く だ さい。

TO STEREO OR MONO HEADPHONES

FROM AUX– OR LINE–LEVEL SOURCE

TO AMP/RECORD/MIXER INPUT

TO LINKED SCM810 MIXERS

TO ADVANCED FUNCTION WIRING
TO 120 VAC POWER SOURCE

TO AMP/REC/MIXER INPUT (CH. 1–7)

FROM MIC/LINE SOURCE (CH. 1–8)

OR FROM AUX SOURCE (CH. 8)

MIXER OUTPUT TO AMP/REC/MIXER INPUT

ステレオまたはモ ノ ラルヘ ッ ド ホンへ

AU Ｘ またはラ イ ンレベルの音源から

アンプ / レ コーダー / ミ キサー入力
（チャ ンネル 1 ～ 7） へ

MIC/LINE 音源から （チャ ンネル 1 ～ 8）

拡張機能用の配線へ

AC120V 電源へ

アンプ / レ コーダー / ミ キサー入力へ、 ま
たは AUX 音源から （チャ ンネル 8）

ミ キサー出力からアンプ / レ コーダー / ミ キサー入力へ

リ ン ク された SCM810 ミ キサーへ



7

イ コ ラ イザーの機能

ローカ ッ ト フ ィ ルタ （ハイパス）

ローカ ッ ト （またはハイパス） フ ィ ルタはカ ッ ト オフポイ ン ト 以上の全周

波数を フ ィ ル タ 入力から フ ィ ル タ 出力に減衰 さ せる こ と な く 通過 さ せ、

カ ッ ト オフポイ ン ト 以下の周波数を減衰させます （図 6 参照）。 カ ッ ト オ

フポイ ン ト は、 フ ラ ッ ト 、 帯域通過、 範囲に関連し て信号が 3 dB ド ロ ッ

プする時点の周波数と し て定義されます。 カ ッ ト オフポイ ン ト 以下では、

周波数が減少するにつれて フ ィ ルタは次第によ り多 く のア ッ テネーシ ョ

ンを示し ます。 ア ッ テネーシ ョ ンが起こ る比率は、 オク ターブ当りのデシ

ベル量 （dB/oct） で定義されます。 SCM810 にはオク ターブ当り 6 dB の

ワンポール （単極） ローカ ッ ト （ハイパス） フ ィ ルタが付いています。

ローカ ッ ト フ ィ ルタは、 無関係な ノ イズ、 過度の近接効果、 または不要な

物質が存在する音声信号の減衰やロールオフに最適です。 例えば、 足音や

車の交通などで起こ る低周波の振動はマ イ ク ス タ ン ド から マ イ クへと伝

達され、音響システムに入り ます。 通常 5 ～ 80 Hz のこのよ う な周波数は

一般的に望ま し く あ り ません。

高域シ ェルビング

固定周波イ コ ラ イザーは 6 dB ブース ト を発生するか、 または 5 kHz 以上

を カ ッ ト し ます （図 7 参照）。 高域シ ェルビングはフ ラ ッ ト 周波数特性の

ブース ト 、擦過音の多いボーカルマイ ク ロホンの調節、軸外れのラベリ ア

マイ ク ロホンのサウン ド強化に非常に役立ちます。

ローカ ッ ト フ ィ ルタの効果
図 6

高域シ ェルビングの効果
図 7

イ コ ラ イザー / フ ィ ー ドバッ ク コ ン ト ローラーと オー ト マチ ッ ク ミ キサーの使用

シグナルチ ェ ーンにアウ ト ボー ド イ コ ラ イザーまたはフ ィ ー ド バッ ク コ

ン ト ローラーの付いている音響システムを設定する時は、 SCM810 を手

動に設定し て く だ さ い。 これによ り マ イ ク ロホン入力がすべて有効にな

るので、 あらゆる フ ィ ー ドバッ クパスがオープンにな り ます。 手動モー ド

の SCM810 は音響システムを均一に し、 部屋を 「リ ングアウ ト 」 し て

フ ィ ー ドバッ ク コ ン ト ローラーを設定し ます。

音響システムを均一化し た後、 SCM810 をオー ト マチ ッ ク モー ド に設定

し ます。 オー ト マチ ッ ク ミ キサーの入力は、作動入力数が 2 倍になるご と、

3 dBずつ ド ロ ッ プする こ と を覚えておいて く だ さい。 SCM810を手動モー

ド で使用する時は、 8 入力すべてを作動する と マス ター出力は 9 dB ずつ

ド ロ ッ プ し ます。 反対に、 オー ト マチ ッ クモー ド に切替える と 9 dB ずつ

上昇し ます。

ミ キサーの基本操作

1. 電源スイ ッ チを入れます。

2. 各チャ ンネルレベルを調整し、 オーバーロー ド LED が大きな音声の

スピーチやノ イズの時に限り点滅するよ う にし ます。

3. 未使用のチャ ンネルコ ン ト ロールを左いっぱいに回し ます。

4. SCM810 のマス ターレベルコ ン ト ロールを、出力ピーク メ ーターの指

示の通り、 必要な出力レベルまで調節し て く だ さい。

5. ヘ ッ ド ホンモニ ターを使用する場合は、 PHONES 調節つまみを希望

の音量レベルに達するまで調節し ます。SCM810/E はこれで使用でき

ます。

注： SCM810/E ミ キサーは完全にオー ト マチ ッ クです。 その他大半のアプ

リ ケーシ ョ ンに必要な調節はあ り ません。

-10

-8

-6

-4

-2

0

+2

20 100 1,000 5,000
FREQUENCY (Hz)

FULL CW

FULL CCW
50%

ROTATION

右いっぱいに回し た と き

左いっぱいに
回し た と き50% 回転

周波数 （Hz）

振
幅

（
dB

V
）

200
-10

-8

-6

-4

-2

0

+2

+4

+6
+8

+10

1,000 10,000 20,000

FREQUENCY (Hz)

FULL
CW

FULL
CCW

50%
ROTATE

周波数 （Hz）

振
幅

（
dB

V）

右いっ
ぱいに
回し た
と き

左いっ
ぱいに
回し た
と き

50% 回転

注 ： IntelliMix 回路は超高感度のため、 電気系統や信号線への静電放電や電気的妨害によ り、 一部のチャ ンネルがゲーテ ィ ングする こ とがあ り ま
す。 しかし、 装置が損傷する こ とはあ り ません。 妨害が止まる と通常の操作が開始し ます。
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複数の ミ キサーのネ ッ ト ワーク

追加入力が必要な場合は、 同梱のリ ン クケーブルを使用し て SCM810 ミ

キサーを （最大 50 台まで） さ らに 「リ ン ク」 する こ とができます。 この

よ う な設定で最高 400 本のマイ ク ロホン入力が実現できます。

複数の ミ キサーを リ ン クするには、 最初の ミ キサーの LINK OUT( リ ン ク

アウ ト ) を次の ミ キサーの LINK IN( リ ン ク イ ン ) に接続し、これを順に繰

り返し ます （図 8 参照）。 最初の ミ キサーの LINK IN ジャ ッ ク と最後の ミ

キサーの LINK OUT ジ ャ ッ クは接続し ないままにし ておきます。 

ミ キサーのリ ン ク
図 8

全 ミ キサーのリ ン クジャ ッ クが接続されている限り （OUT から IN へ順次

に、 Link In 1 つと Link Out 1 つを接続し ないままにし て）、 オー ト マチ ッ

クの ミ キシング機能は全装置で共有されます。 入力信号はすべて、 リ ン ク

された全 ミ キサーの出力と し て表示されます。 マス ター / スレーブの関係

はあ り ません。

リ ン ク された各 ミ キサーの出力コ ン ト ロールと機能は、リ ン ク後の状態に

なっており、他のリ ン ク された ミ キサーの出力に表示される信号には影響

を及ぼし ません。 各 ミ キサーのマス ターレベルコ ン ト ロールは、 自らの出

力だけを制御し ます。 各出力はそれぞれ独立に使用できます。 

注 ： さ らに ミ キサーを リ ン クする と、 スイ ッ チポジシ ョ ンが 15 dB での

実際のオフア ッ テネーシ ョ ンは増加し ます。 これによ り、 増加し た減衰マ

イ ク ロホンの数が一因と な り、 過剰のノ イズや反響音が減少し ます。

リ ン クシステムでは、 ミ キサーの Aux 入力はリ ン ク し た各 ミ キサーの出

力に表示されます。 Aux 信号のリ ン ク を無効にするには内部の変更をご参

照 く だ さい。

重要 ： リ ン ク し た ミ キサーのロジ ッ ク入出力端子を使用するには、各装置

の LOGIC GROUND （ロジ ッ クアース） を一緒に接続し て く だ さい。 さ も

ないと、 切替時にカチっ とい う音がする場合があ り ます。

グローバル / ローカル機能

グローバル / ローカルスイ ッ チを切り替えて、 リ ン ク された ミ キサー出力

にどの入力チ ャ ンネルを表示させるかを選択し ます。 グローバル位置に

設定する と、 全ての入力チャ ンネルを ミ キサー出力に表示し ます。 ローカ

ル位置に設定する と、 ミ キサー出力に、自らの 8 入力チャ ンネルだけを表

示し ます。 マス ターレベルコ ン ト ロールはどのモー ド でも、 自らの出力レ

ベルだけを制御し ます。

マス ターレベルコ ン ト ロールはグローバル / ローカルスイ ッ チ とは独立に

機能し ます。 各 ミ キサーの出力レベルは、 自らのマス ターコ ン ト ロールに

よ っ てのみ影響を受けます。 オー ト マチ ッ ク機能 （Last Mic Lock-On や

MaxBus など） はリ ン ク された全 ミ キサーに接続され、 グローバル / ロー

カルスイ ッ チの影響は受けません。

この設定の可能な例は図 9 に表示されています。こ こでは、2 台の SCM810
はローカルに設定されてお り、その結果生じ る音声分配はローカルのサウ

ン ド リ イ ン フ ォース メ ン ト を実現し、 フ ィ ー ドバッ ク を防止し ます。 これ

は簡単な 「 ミ ッ クスマイナス」 の設定です。 3 台目の SCM810 はグローバ

ルに設定されてお り、 テープレ コーダーに出力し ています。 同時に、 オー

ト マチ ッ ク機能 （Last Mic Lock-On など） は全 ミ キサーで共有されます。

下の表に ミ キサー設定をま とめます。

リ ン ク された SCM810 ミ キサー
図 9

リ ン クケーブル

追加のリ ン クケーブル、Shure 部品番号 95A1143 (305 mm) がご利用いた

だけます。 これよ り も長い各種ケーブルは、 コ ンピ ュータ プ リ ン ター接続

用と し てア ッ プルコ ンピ ューターから入手できます。

ア ッ プルによる と 「 ミ ニ DIN8 ピン ・ コネク ター 2 本付きシールド シ リ ア

ルケーブル」、 「ア ッ プルシステム ・ ペ リ フ ェ ラル用 8 ピンケーブル」 など

の名称で呼ばれています。

REMARQUE : Ces jacks sont conçus pour le jumelage des mélangeurs uniquement et non pas pour les entrées ou sorties audio (se reporter à la figure 5).

ミ キサー リ ン クグローバル /
ローカルスイ ッ チ

音声出力に含まれ
るのは •••

A ローカル A
B ローカル B
C グローバル A, B, C

LOUDSPEAKER LOUDSPEAKER

SCM810 “A” (LOCAL)

SCM810 “B” (LOCAL)

LINK

SCM810 “C” (GLOBAL) RECORDER

ラウ ド スピーカー

マ
イ

ク
ロ

ホ
ン

ラウ ド スピーカー

レ コーダー

リ ン ク

SCM810 “C” ( グローバル )

SCM810 “A” ( ローカル )

SCM810 “B” ( ローカル )

マ
イ

ク
ロ

ホ
ン
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仕 様
測定条件 （特別に指定のない限り） : 線間電圧 AC120V、 60 Hz(SCM810)、
または AC230V、 50 Hz(SCM810J) ； 全ゲイ ン ； 1 kHz、 1 チャ ンネル作

動； 　 ソースイ ンピーダンス ： Mic 150 Ω、Line 150 Ω; 終端 : Line 10 kΩ、

Phones 300 Ω( チ ッ プス リーブおよびリ ングス リーブ )、Direct Out 10 kΩ;
オー ト マチ ッ クモー ド、フ ラ ッ ト レスポンス用に調節したエコ ラ イズ制御
周波数特性 （参照 ： 1 kHz、 チャ ンネルコ ン ト ロールは中央）

50 Hz ～ 20 kHz ( ± 2 dB); 25 Hz において- 3 dB コーナー 
電圧ゲイ ン （標準、 各コ ン ト ロールは右いっぱいに回した状態）

入力

出力

THD （全高周波歪率 )
<0.1% 、 +18 dBV 出力レベル、 50 Hz ～ 20kHz （フ ィ ルタは 20 Hz ～
20 kHz、入力 1 およびマス ターは 5、他の全てのコ ン ト ロールは左いっ
ぱいに回し た状態）

ハムおよび ノ イズ

等価入力ノ イズ-125 dBV (150Ωソース、400 Hz～20 kHzフ ィ ルタ経由）
等価入力ハムおよび ノ イズ ：
. . . . . . . . . -123 dBV (150Ω ソース、 20 Hz ～ 20 kHz フ ィ ルタ経由 )
 
出力ハムおよび ノ イズ （20 Hz ～ 20 kHz フ ィ ルタ経由、 チャ ンネルコ
ン ト ロールは左いっぱいに回し た状態）
マス ター、 左いっぱいに回し た状態  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . -90 dBV
マス ター、 右いっぱいに回し た状態  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  -70 dBV

同相除去
>70 dB (1 kHz)

極性

Mic/Line、入力をすべての出力に送信するのは非反転型、Aux 入力をす
べての出力に送信するのは反転型。

入力チャ ンネルの作動

ア タ ッ ク タ イム 4 ミ リ秒
ホールド タ イム 0.4 秒 （1.0 秒に切替可能）
デ ィ ケイ タ イム 0.5 秒

オフア ッ テネーシ ョ ン

15 dB (∞ に切替可能 )
オーバーロー ド およびシ ョ ー ト からの保護

出力のシ ョ ー ト は長期間で も損傷を及ぼし ません。 マ イ ク ロホン入力
は最大 3 V の信号まで、 ラ イ ンおよびモニ ター入力は最大 20V の信号
までなら損傷を受けません。

イ コ ラ イザー

低周波 6 dB/ オク ターブカ ッ ト 、 25 ～ 320 Hz で調整可能なコーナー
高周波± 6 dB、 5 kHz、 ± 8 dB、 10 kHz、 シ ェルビング

リ ミ ター

タ イプピーク
スレ ッ シ ョ ルド  切替可能 ： オフ、 +4、 +8、 +16
（dBm、 出力端子で）
ア タ ッ ク タ イム 2 ミ リ秒
リ カバリータ イム 300 ミ リ秒
イ ンジケーター リ ミ テ ィ ングが起こ る と赤 く 点灯

入力 LED
チャ ンネル作動時に緑色にな り、 ク リ ッ ピングよ り 6 dB 以下で赤色

フ ァ ン タム電源

DIN 45 596 で、 6.8Ω 直列抵抗経由の DC46V 開回路
使用電圧

SCM810:  公称定格 AC120V（AC230V の使用は電圧の選択をご参照 く
だ さい）、 50/60 Hz、 200 mA
SCM810E: 公称定格 AC230V （AC120V の使用は電圧の選択をご参照
く だ さい）、 50/60 Hz、 100 mA

温度範囲

使用温度 0° ～ 60° C
保管温度- 30° ～ 70° C

外形寸法

44.5 mm （高さ） x 483 mm （幅） x 317 mm （奥行）
重量

4.3 kg
認証

SCM810: アンダーラ イ ターズラボラ ト リーズ （UL） 認証、 カナダ規格協

会によ り認定記載。 SCM810E: 欧州連合指令に適合、 CE マークに適格。

欧州連合 EMC 免許要件対応 （EN 50 082-1、 1992）。

交換パーツ

ブロ ッ ク コネク ター..........................................................................................95A8580
Master および Phones 用つまみ （白色） .................................. 95A8238
チャ ンネルゲイ ン用つまみ （青色）..........................................................95B8238
リ ン クケーブル....................................................................................................95A8889

入力

出力

ラ イ ン ヘ ッ ド ホン Direct Out

低イ ンピーダンス
マイ ク （150Ω）

80 dB 88 dB 34 dB

ラ イ ン 40 dB 48 dB -6 dB

Aux 44 dB 52 dB -

送受信 20 dB 28 dB -

入力

イ ンピーダンス

以下と使用 実効 （標準） 入力ク リ ッ ピ

ングレベル

Mic 19 ～ 600 Ω 1.6 kΩ -15 dBV

ラ イ ン 2 kΩ 10 kΩ +22 dBV

Aux 2 kΩ 10 kΩ +22 dBV

送受信 2 kΩ 10 kΩ +18 dBV

出力

イ ンピーダンス

以下と使用 実効 （標準） 出力ク リ ッ ピ

ングレベル

ラ イ ン >600 Ω 60 Ω +18 dBV

ヘ ッ ド ホン 8 ～ 200 Ω、
60 Ω 推奨

300 Ω +12 dBV

Direct Out >2 kΩ 1 kΩ +18 dBV

送受信 >2 kΩ 1 kΩ +18 dBV
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拡張機能

ロジ ッ ク接続の仕様

SCM810 のロジ ッ ク機能は ミ キサーの設置やコ ン ト ロールオプシ ョ ンの

範囲を拡張し ます。 ロジ ッ ク機能は、 簡単なカ フスイ ッ チから コ ンピ ュー

タ制御のルームシステム構成まで、 すべてに使用できます。 （その他の高

度なロジ ッ ク機能のアプ リ ケーシ ョ ンは、 Shure の AMS Update (AMS
ア ッ プデー ト ) 出版物に含まれています。 Shure の Applications Group ( ア

プ リ ケーシ ョ ンズグループ ) に連絡し てご入手 く だ さい。 ) 以下のロジ ッ

ク機能が各チャ ンネルで利用できます。

ゲー ト アウ ト ： マイ ク ロホンがゲー ト オンの時、 チャ ンネルのゲーテ ィ ン

グに従い、 ロジ ッ ク 「ロー」 （電流のシン ク） に行きます。 500 mA の電流

シンキング能力が提供されます （図 10A 参照）。

ロジ ッ ク等価回路の図解
図 10

ミ ュー ト イ ン : ロジ ッ ク 「ロー」 （ゲー ト アウ ト またはロジ ッ クアースへ

のスイ ッ チク ロージ ャから） を適用する と チャ ンネルオフ をゲー ト し ます

（図 10B 参照）。 チャ ンネル出力は-�Ε に ド ロ ッ プ し ます。

オーバーラ イ ド イ ン : ロジ ッ ク 「ロー」（ゲー ト アウ ト またはロジ ッ クアー

スへのスイ ッ チク ロージ ャから） を適用する と チャ ンネルオンが実行され

ます （図 10B 参照）。 出荷時設定では、 ミ ュー ト およびオーバーラ イ ドの

両方と も作動し ている時、 ミ ュー ト が優先し ます （オーバーラ イ ドの優先

については内部の変更をご参照 く だ さい）。

ロジ ッ クアース ： ロジ ッ クアースは SCM810 オーデ ィ オアース とは異な

り ます。 このピンに、 外部ロジ ッ ク回路の電源装置アースも含め、 ロジ ッ

クアースを全て接続し ます。 切替のカチ ッ とい う音を避けるには、 ロジ ッ

クアースはオーデ ィ オアースやシ ャーシアース、ラ ッ クアースには接続し
ないで く だ さい。

ロジ ッ ク コ ン ト ロールには、 リ アパネルの DB-25 マルチピン コネク ター

でア クセス し て く だ さい （図 11 参照）。 ピンの接続は以下の表に表示され

ています。

ロジ ッ ク コネク ター
図 11

ロジ ッ ク端子の接続

SCM810 の拡張機能はオーデ ィ オ電子機器の技術的知識があ り精通されている方にのみ推奨いた し ます。

GATE
OUT

LOGIC
GROUND

FROM
SCM810

TO
SCM810

MUTE IN
OR

OVERRIDE
IN

55K10K

+5 V +5 V

A B

CIRCUIT

CIRCUIT

ゲー ト
アウ ト

SCM810
回路から

ロジ ッ ク
アース

ミ ュー ト イ
ンまたは

オーバーラ
イ ド イ ン

SCM180
回路へ

ロジ ッ ク機能 入力

チャ ンネル

コネク ターピン番号

ゲー ト アウ ト 1
ゲー ト アウ ト 2
ゲー ト アウ ト 3
ゲー ト アウ ト 4
ゲー ト アウ ト 5
ゲー ト アウ ト 6
ゲー ト アウ ト 7
ゲー ト アウ ト 8

1
2
3
4
5
6
7
8

1
15
4

18
7

21
10
24

オーバーラ イ ド イ ン 1
オーバーラ イ ド イ ン 2
オーバーラ イ ド イ ン 3
オーバーラ イ ド イ ン 4
オーバーラ イ ド イ ン 5
オーバーラ イ ド イ ン 6
オーバーラ イ ド イ ン 7
オーバーラ イ ド イ ン 8

1
2
3
4
5
6
7
8

14
3

17
6

20
9

23
12

ミ ュー ト イ ン 1
ミ ュー ト イ ン 2
ミ ュー ト イ ン 3
ミ ュー ト イ ン 4
ミ ュー ト イ ン 5
ミ ュー ト イ ン 6
ミ ュー ト イ ン 7
ミ ュー ト イ ン 8

1
2
3
4
5
6
7
8

2
16
5

19
8

22
11
25

ロジ ッ ク アース 全て 13

LOGICGATE 1
MUTE 1

O’RIDE 2

GATE 3
MUTE 3

O’RIDE 4

GATE 5
MUTE 5

O’RIDE 6

GATE 7
MUTE 7

O’RIDE 8

O’RIDE 1
GATE 2

MUTE 2

O’RIDE 3
GATE 4

MUTE 4

O’RIDE 5
GATE 6

MUTE 6

O’RIDE 7
GATE 8

MUTE 8

GROUND
ゲー ト 1 ゲー ト 3 ゲー ト 5 ゲー ト 7

ミ ュー ト 3ミ ュー ト 1 ミ ュー ト 5

ロジ ッ ク

アース

オーバーラ

イ ド 4
オーバーラ

イ ド 2

オーバーラ

イ ド 8
オーバーラ

イ ド 6

オーバーラ イ ド 3オーバーラ イ ド 1 オーバーラ イ ド 7オーバーラ イ ド 5

ゲー ト 2 ゲー ト 4 ゲー ト 6 ゲー ト 8

ミ ュー ト 4ミ ュー ト 2 ミ ュー ト 8ミ ュー ト 6

ミ ュー ト 7
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ロジ ッ クの推奨アプ リ ケーシ ョ ン

この項目には、 SCM810 のロジ ッ ク性能の使用に関する推奨案が含まれ

ています。 こ ら らの機能の使用は記載されているアプ リ ケーシ ョ ンに限

られない こ と に留意し て く だ さ い。 ユーザーの方は個人の想像力や創造

性だけに制限されます。 設置問題に関する他の推奨案や解決策について

は、 Shure の Applications Group ( アプ リ ケーシ ョ ンズグループ ) にご連

絡 く だ さい。

以下の段落では、 配線図解は図 4 に示される DB-25 コネク ターピンを参

照し ています。

カ フボタ ン

発言者は、 変更する各チ ャ ンネルの ミ ュー ト イ ン と ロジ ッ ク ピ ンの間に

SPST プ ッ シュボタ ンスイ ッ チを設置する こ と で、咳をする時や個人的な

会話中にマイ ク ロホンをオフにする こ とができます （図 12 参照 － チャ

ンネル 1、 2、 3 は変更されている）。 チャ ンネルが ミ ュー ト されている時

には音声は通過し ません。 （ ミ ュー ト イ ンロジ ッ クの詳細については、 内

部の変更の項の ミ ュー ト イ ンのデ ッ ド ゾーンの無効をご参照 く だ さい。）

カ フボタ ン
図 12

司会者制御の ミ ューテ ィ ング

司会者はスイ ッ チを作動し て他の全てのマイ ク ロホンの音を消し、中断す

る こ と な しに声を聞かせる こ とができます。 このモー ド での操作は、 司会

者のチャ ンネル以外の ミ ュー ト イ ンピンをすべて一緒に接続し、これらの

ミ ュー ト イ ンおよびロジ ッ クアースピンの間にSPSTプ ッ シュボタ ンまた

は ト グルスイ ッ チを配線し ます（図 13 を参照 － 司会者はチャ ンネル 1 と

し て表示されている）。

スイ ッ チの代わり に、司会者のゲー ト アウ ト を他のチャ ンネルの ミ ュー ト

イ ンに接続し ます。 司会者のマイ ク ロホンが作動し ている時、 他のマイ ク

ロホンは ミ ュー ト し ます。

司会者制御の ミ ューテ ィ ング
図 13

チャ ンネルオン ・ リ モー ト イ ンジケーター

リ モー ト イ ンジケー タ ーは発言者のマ イ ク ロホンがオンの時に表示する

ために使用し ます。 図 14 に示すよ う に LED と 5 ボル ト の電源装置をゲー

ト アウ ト ピンに接続し ます （図に示されるチャ ンネル 1、 2、 3 は変更さ

れている） 。 オーデ ィ オ出力での切替のカチ ッ とい う音を避けるには、 音

響システムまたはラ ッ ク アースの電源装置のマ イナス端子を接地し ない
で く だ さい。 

重要 : 単一のケーブルをマイ ク ロホンの音声信号および LED 直流電源に

使用する場合には、 別個のペアシールド線を必ず使用し て く だ さい。 ペア

シールド線で直流電流を伝達し ないと、直流電源供給ラ イ ン と マイ ク ロホ

ン ラ イ ンの間の静電結合のためク リ ッ ク音が発生し ます。

チャ ンネルオン ・ リ モー ト イ ンジケーター
図 14

ゲーテ ィ ング機能の無効 （バイパス）

特定のマイ ク ロホンを常にオンにし てお く には、希望のマイ ク ロホンチャ

ンネルのオーバーラ イ ド イ ン ピ ン を一緒にロジ ッ ク アースピ ンに配線し

ます。 選択し たチャ ンネルはこれで、 非オー ト マチ ッ ク ミ キサーで機能す

るよ う に機能し ます（図 15 参照 － チャ ンネル 1、2、3 は変更されている）。

ゲーテ ィ ングのバイパス
図 15

M1 M3

M2

LOGIC
GROUND
ロジ ッ ク

アース

CH. 1

M3 M5M5 M7

M2 M4 M6

LOGIC
GROUND
ロジ ッ ク

アース

チャ ンネル 1

5 V POWER
SUPPLY

+ –

R = 470 &!

G1 G3

G2

LOGIC
GROUND

, 1/4 W

ロジ ッ ク

アース

R = 470 Ω、 1/4 Ω

5 ボル ト

電源装置

O2

O1 O3

LOGIC
GROUND
ロジ ッ ク

アース
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不要な音のゲーテ ィ ングの阻止

動作原理の項の説明にあるよ う に、MaxBus は 1 つの音源に対し て 1 つの

マ イ ク ロホンだけを有効に し ます。 マ イ ク ロホンチ ャ ンネルを ミ ュー ト

すれば、 音声が ミ キサー出力に表示されるのを防ぐ こ とができます。 ただ

し、 ミ ュー ト し たマイ ク ロホンは依然と し て、 MaxBus 経由で他のマイ ク

ロ ホ ン チ ャ ン ネル と 通信 し ています。 ミ ュ ー ト さ れた マ イ ク ロ ホ ンが

ピ ッ ク ア ッ プ し た音源が他のマ イ ク ロホン を有効にする こ とはあ り ませ
ん。

不要なマ イ ク ロホンチ ャ ンネルの作動の原因と なる音源には次のよ う な

ものがあ り ます。

• 大きな音のフ ァ クス機やプ リ ン ター
• キーキーき しむド ア
• 呼出し装置ラウ ド スピーカー
• オーデ ィ オテレビ会議リ ターン信号ラウ ド スピーカー

SCM810 は次のよ う な手順で、 上記や同様の音源によ り マイ ク ロホンが

作動し ないよ う にし ます。

1. 不要な音源の近 く にマイ ク ロホンを 1 本置きます。 このマイ ク ロホン

の信号をチャ ンネル入力に接続し ます。

- または -
不要な音源を直接 Mic/Line チャ ンネル入力に接続し ます。

2. ロジ ッ ク端子を使用し てそのチャ ンネルを ミ ュー ト し ます （図 16 参

照 － チャ ンネル 1 は ミ ュー ト されている）。

3. システムの他のマ イ ク ロホンが不要の音源によ っ て有効にな ら ない

レ ベルま で、 そのチ ャ ンネルのゲ イ ン コ ン ト ロールを調節 し ます。

チャ ンネルゲイ ンの設定が高すぎる と、 他のシステムマイ ク ロホンを

希望の音に対 し て作動さ せるのは困難にな り ます。 設定が低すぎ る

と、 不要な音が他のマイ ク ロホンを作動させる状態が続きます。

不要な音のゲーテ ィ ングの阻止
図 16

ラウ ド スピーカーの ミ ューテ ィ ング

用途によ っては、音声強化を提供し、 電話での会話や会議モニ ターを可能

にするために、 ラ ウ ド スピーカーを各発言者の近 く に置 く 必要があ り ま

す。 各ラウ ド スピーカーを、 その近 く の発言者が話す時に自動的にスイ ッ

チがオフになるよ う にし ておかないと、 フ ィ ー ドバッ クが発生し ます。 こ
の機能を実現するには、 図 17 に示されるよ う に、 各チャ ンネルのゲー ト

アウ ト 端子を別個のラウ ド スピーカー・ ミ ューテ ィ ング リ レーに接続し ま

す （図のチ ャ ン ネル 1、 3、 5 は修正 さ れて い る） 。 リ レ ーは Omron
G6B-1174P-US-DC12、 Potter & Brumfield R10-E1Y2-V185、 または同等

を推奨し ます (Digi-Key および Newark Electronics よ り入手可能 )。

注 ： 誘導電圧スパイ クは SCM810 に損傷を与える こ とがあ り ます。 これ

を抑えるため、 各リ レーコ イルにわたるダイオー ドが必要です。

24 ボル ト リ レーを使用する既存の音響システムは、 リ レーコ イルの電流

引き込みが 500 mA 未満の場合、 SCM810 と併用する こ とができます。

ラウ ド スピーカーの ミ ューテ ィ ング
図 17

「フ ィ リバス ター （議事妨害）」 モー ド

通常の操作では、 数人の発言者が話す時、各マイ ク ロホンのゲー ト はオン

にな り どの会話も ピ ッ ク ア ッ プ し ます。 「フ ィ リバス ター」機能では、ゲー

ト がオンにな っ ているマ イ ク ロホンは他のマ イ ク ロホンのゲー ト がオン

になるのを防止し ます。 マイ ク ロホンのゲー ト がいったんオンになる と、

発言者が十分な長さのポーズを と り マ イ ク ロホンのゲー ト がオ フになる

まで他のマイ ク ロホンのゲー ト はオンにな り ません。 従って、 発言者が発

言権を保ち、 話の邪魔を される こ とはあ り ません。

この機能を設定するには、 まず内部 ミ ュー ト を 「イ ン ヒ ビ ッ ト 」 に変更し

ます （内部の変更をご参照 く だ さい） 。 次に、 変更チャ ンネルの全 ミ ュー

ト イ ンピンを一緒に接続し、変更チャ ンネルの全ゲー ト アウ ト ピンを一緒

に接続し、 1 つの変更チャ ンネルのゲー ト アウ ト ピンを別の変更チャ ンネ

ルの ミ ュー ト イ ンピンに接続し ます （図 18 参照  －  チャ ンネル 1、 2、 3
は変更されている）。 Last Mic Lock-On スイ ッ チ （SW702、 ポジシ ョ ン 2）

をオフにし ます。

注 ： 高周波の振幅を防止する ため、 チ ャ ン ネルのゲー ト アウ ト ピ ンは、

ミ ュー ト から 「イ ン ヒ ビ ッ ト 」 に変更されていない限り、 そのチャ ンネル

独自の ミ ュー ト イ ンピンに配線し ないで く だ さい。

「フ ィ リバス ター」 モー ド
図 18

イ ン ヒ ビ ッ ト 機能

内部の変更をご参照 く だ さい。
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ロジ ッ ク コ ン ト ロールのダイオー ド 分離

同じ ロジ ッ ク ピンを使用する2つ以上の制御機能はダイオー ド で分離でき

ます。 この方法で、 チャ ンネルを全部のグループ ミ ュー ト スイ ッ チまたは

独自のカ フボタ ンによ り ミ ュー ト できます（図 19 を参照  - チャ ンネル 1、

3、 5 は変更されている）。

ロジ ッ ク コ ン ト ロールのダイオー ド分離
図 19

内部ロジ ッ ク装置

SCM810 のロジ ッ ク レベルは TTL および 5 ボル ト CMOS ロジ ッ ク フ ァ ミ

リ ーと直接互換性があ り ます。 ロジ ッ クゲー ト の使用についての詳細は、

TTL Cookbook (TTL ク ッ ク ブ ッ ク ) および CMOS Cookbook（CMOS ク ッ

ク ブ ッ ク） (D. Lancaster 著、 Howard Sams Publishing Co. 出版 ) をご参

照 く だ さい。

ミ キサーロジ ッ クは、 各ゲー ト 出力にプルア ッ プ抵抗が使用される場合、

15 ボル ト CMOS ロジ ッ ク と使用できます （図 20 参照 -  チャ ンネル 1 は

変更されている）。

15 ボル ト CMOS
図 20

デジ タルコ ン ト ロールまたはマイ ク ロ コ ンピ ュータ

SCM810 ロジ ッ ク ピンはカス タムデザイ ンのデジ タルコ ン ト ロール回路

またはマイ ク ロ コ ンピ ュータ と イ ン ターフ ェースでき、システム制御機能

の無限の可能性が得られます。

電圧選択

SCM810 は内部を変更し て AC230V、 50/60 Hz の電力で操作できます。

警告： この装置内には、生命に危険な高電圧が存在し ます。 内部

には、 ユーザーが整備でき る部品はあ り ません。 整備の際は、 資

格のある整備担当者に必ずご相談 く だ さい。 使用電圧の工場設定

値を変更する場合は、 SCM810 に関する安全保証は適用されませ

ん。

使用電圧を変更するには次の手順に従って く だ さい。

1. SCM810 の AC 電源を抜きます。

2. 上面カバーを固定し ているプ ラスねじ 8 本を外し ます。

3. 電源 ト ラ ンス T901 の近 く にある電圧選択スイ ッ チ SW903 を見つけ、

ド ラ イバーを使ってこの中央のローターを 230 V の位置に回し ます。

4. F901 のヒ ューズを見つけ、取り外し ます。 230 ボル ト を使用するには

100 mA、 250 V、 タ イムリ レーヒ ューズと交換し ます （120 ボル ト を

使用するには 200 mA、 250 V、 スローブローヒ ューズを使用）。 
ヒ ューズ部品番号 :

5. 230V を使用するには電源コー ド を定格のものに取り替えます。 例え

ば、装置側は IEC 電気機器コネク ターで、電源側は CEE7/7 ("Schuko")
電源プ ラグにし ます。 *

同様に、SCM810E は内部的に変更し て AC120V、50/60 Hz の電力で使用

できます。

* その他の電源側コネク ターが必要なシステムの場合は、 SCM810 と

の接続に IEC 320 タ イ プ、 電源側との接続に適当なプ ラグがある電源

コー ド を入手し て く だ さ い。 付属の電源コー ド には、 次の色別コー ド

によるハーモナイズ ド IEC コー ドが使用されています： 茶色 = ラ イ ン、

青色 = ニュー ト ラル、 緑色 / 黄色 = アース。
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電源装置

ヒ ューズのタ イプ Shure 部品番号 Whitefishes 部品番号

100 mA, 250 V 80C258 218.100

200 mA, 250 V 80BC8196 239.200
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内部の変更

警告 ： 変更はすべて、 有資格のサービス技術者が行って く だ さい。

こ の項目では、 プ リ ン ト 基板上ではんだ 「ジ ャ ンパ」 を使用 し て行 う

SCM810 の変更についての説明があ り ます。 ジ ャ ンパを使用するパッ ド

は、一滴の溶融はんだでジ ャ ンパと し て機能できるよ う、 狭い間隔で配置

されています。 次の事項もご注意 く だ さい。

1. これらの変更に使用するプ リ ン ト 基板の唯一の記号はジャ ンパー （X）

と抵抗器 （R） です。

2. 抵抗器を追加する場所には、 基板にスルーホールがあ り ます。

3. 個別チャ ンネルの変更には、 参照の記号表示の最初の番号はそのチャ

ンネルの番号を参照し ています。例えば、R1027 はチャ ンネル 1 の抵

抗器、 X7216 はチャ ンネル 7 のジャ ンパを示し ます。 以下の段落の

チャ ンネル 1 ～ 8 の参照はすべて、チャ ンネル 1 のジ ャ ンパーおよび

抵抗器を参考と し て用いています。 マス ターセクシ ョ ンに影響を及ぼ

す変更は番号の “9" （例えば、 X901） が頭に付いています。 

メ イ ンプ リ ン ト 基板にア クセスするには、上部カバーを固定し ているプ ラ

スねじ 8 本を外し て上部カバーを取り外し ます。 ほとんどの変更はメ イ ン

基板の上からできます。

Line レベル出力から Mic レベル出力

手順 :X901 のジ ャ ンパをシ ョ ー ト させる。 R900 および R909 の抵抗器を

取り外す。

マス ターレベルコ ン ト ロールの無効

マス ターゲイ ン コ ン ト ロールを無効にする こ とによ り、不正変更を防止で

き ます。 下の表には望ま し いゲイ ンに使用される電気抵抗値が表示さ れ

ています。

手順 : R9230 の抵抗器を取り外す。 新しい抵抗器を X914 のジャ ンパに取

り付ける。

リ ミ タースレ ッ シ ョ ルドの変更

3 つのスレ ッ シ ョ ル ド 設定値 （+16、 +8、 +4 dBm） はすべて変更できま

す。 スレ ッ シ ョ ルド を 6 dB 低 く するには、抵抗器 R は 82 kΩ にな り ます。

リ ミ タースレ ッ シ ョ ルド を 6 dB 高 く するには、 抵抗器 R は 330 kΩ にな

り ます。

手順 : R9177 および R9180 の抵抗器を取り外す。 新しい抵抗器を X907 の

ジャ ンパに取り付ける。

ローカル Aux の操作

リ ン ク し た ミ キサーでは、 変更し た ミ キサーからの Aux 入力はリ ン ク し

ません。

手順 : R9024 の抵抗器を取り外す。

ダイ レ ク ト 出力からポス ト フ ェーダー

チ ャ ンネルのダ イ レ ク ト 出力フ ォーンジ ャ ッ クはプ リ フ ェ ーダーからポ

ス ト フ ェ ーダーに変更できます。

手順 : X106 のジャ ンパをシ ョ ー ト させる。 R1011 の抵抗器を取り外す。

ダイ レ ク ト 出力からポス ト フ ェーダー ・ セン ド / リ ターン （イ ンサー ト ）

チャ ンネルの1/4 イ ンチダイ レ ク ト 出力ジャ ッ ク をポス ト フ ェ ーダーのイ

ンサー ト ポイ ン ト に変更し ます。 セン ド はフ ォーンジ ャ ッ クのチ ッ プで、

リ タ ーンは リ ングです。 イ ンサー ト ジ ャ ッ クはラ イ ン レベルのプ ロセ ッ

サ信号をチ ャ ンネルにイ ンサー ト するのに便利です。 例えば、 パラ メ ト

リ ッ ク イ コ ラ イザーやコ ンプレ ッサ / リ ミ ターをチャ ンネルに挿入し て、

追加処理が可能にな り ます。

手順 : X101、 X102、 X105、 X106 のジ ャ ンパをシ ョ ー ト させる。 R1011
および R1020 の抵抗器を取り外す。 

ダイ レ ク ト 出力からゲーテ ィ ッ ド ダイ レ ク ト 出力

このポス ト フ ェーダー、ポス ト イ コ ラ イザーチャ ンネル出力はゲーテ ィ ッ

ド ですが NOMA （Number of Open Microphones Attenuated） 回路はあ り

ません。 このモー ド では、 ローカル / グローバルスイ ッ チが 「ローカル」

の場合、チャ ンネル入力のマニュアル ミ ッ クスがラ イ ン出力に表示されま

す。 ゲーテ ィ ッ ド ダ イ レ ク ト 出力信号のオ フ ア ッ テネーシ ョ ン レベルは

無限です。

手順 : X104 と X906 （マス ターセクシ ョ ン内） のジ ャ ンパをシ ョ ー ト させ

る。 R1011 の抵抗器を取り外す。

マス ターセクシ ョ ンのゲイ ン 電気抵抗

-6 dB 5.1 kΩ
0 10 kΩ

6 dB 20 kΩ



15

ミ キシングコ ン ソールの SCM810 スピーチゲー ト

SCM810 は大型の ミ キシングコ ン ソールと併用し、 ト ーク シ ョ ー、 公開

討論会、 ニュース放送などのオー ト マチ ッ ク ミ キシングができます。 大型

コ ン ソールには、外部信号処理装置を個々のチャ ンネル信号パスに一時的

に接続でき る よ う にチ ャ ンネルイ ンサー ト ジ ャ ッ クがあ り ます。 この変

更によ り SCM810 はアンバラ ンスイ ンサー ト ジャ ッ クに設置でき、 高品

質の 8 チャ ンネル外部スピーチゲー ト と し て使用できます。 この処置によ

り オペレー タはコ ン ソールの入力コ ン ト ロールス ト リ ッ プ経由で各チ ャ

ンネル制御を完了でき、 一方、 SCM810 はオープンマイ ク ロホンの数を

最小に維持できます。

この操作モー ド では :
1. ダ イ レ ク ト 出力のジ ャ ッ クのチ ッ プは ミ キシ ング コ ン ソールからの

入力で、 リ ングは ミ キシングコ ン ソールへの出力にな り ます。

2. SCM810 のチャンネル入力、 フ ェーダー、 イ コ ラ イザーは機能し ません。

3. NOMA 回路は機能せず、チャンネルのオフア ッ テネーシ ョ ンは無限です。

4. フ ロン ト パネルのチャ ンネルオーバーロー ド ・ イ ンジケーターは、 各

入力のゲーテ ィ ングやオーバーロー ド を表示し ます。

5. 「ローカル」 操作モー ド は、 外部 ミ キサーで使用する出力で非自動の

音声信号を提供し ます。

6. ミ キシング コ ン ソールのイ ンサー ト ポイ ン ト がプ リ フ ェ ーダーであ

る場合、 ゲイ ン ト リムはすべてのマイ ク ロホンレベルが同様になるよ

う に設定し ます。

手順 : X103、 X107、 X108、 X906 （マス ターセ ク シ ョ ン内） のジ ャ ンパ

をシ ョ ー ト し ます。 R1011、 R1019、 R1020 の抵抗器を取り外す。

ミ ュー ト イ ン優先からオーバーラ イ ド イ ン優先

この変更で、ミ ュー ト イ ンおよびオーバーラ イ ド イ ンの両ロジ ッ クがチャ

ンネル用に接地されている時、 オーバーラ イ ド モー ドが優先し ます （供給

時、 ミ ュー ト イ ンはオーバーラ イ ド に優先し ています）。

手順 : X114 のジャ ンパをシ ョ ー ト させる。 R1046 の抵抗器を取り外す。

ミ ュー ト イ ンのデ ッ ド ゾーンの無効

供給時、 ミ ュー ト イ ンは一時的なカ フボタ ンまたはプ ラ イバシー機能 （必

要時に ミ ュー ト ） と し て使用する ものです。 しかし、 スピーチを ピ ッ ク

ア ッ プ す る ために発言者がマ イ ク ロ ホ ン を ア ン ミ ュ ー ト で き る よ う

ミ ュー ト イ ンを使用する予定の場合、 この変更が必要にな り ます。 これに

よ り、 「デ ッ ド ゾーン」 を除去する MaxBus から ミ ュー ト されたチャ ンネ

ルを除外し ます。 デ ッ ド ゾーン とは、 ミ ュー ト されたマイ ク ロホン経由で

マイ ク ロホンは発言者をピ ッ クア ッ プ し、他のマイ ク ロホンはその発言者

に対し ては有効にならない領域のこ と です。

手順 : X115 のジャ ンパをシ ョ ー ト させる。

ミ ュー ト イ ンを イ ン ヒ ビ ッ ト に変更

供給時、 ミ ュー ト イ ン端子が接地されている場合、 チャ ンネルは ミ ュー ト

し ます。 ミ ュー ト 機能は、各チャ ンネルの内部変更によ り 「イ ン ヒ ビ ッ ト 」

に変更できます。 変更し た後、 ミ ュー ト イ ン端子のロジ ッ ク 「ロー」 は、

ゲー ト がオフの場合にチャ ンネルのゲー ト オンを防止し ますが、すでにオ

ンの場合にはそのままオンにし ておきます。

 重要 ： 高周波の振幅を防止するため、 「イ ン ヒ ビ ッ ト 」 への変更がな され

ていない限り、チャ ンネルのゲー ト アウ ト を独自の ミ ュー ト イ ンに決し て

接続し ないで く だ さい。

手順 : X111 のジ ャ ンパをシ ョ ー ト させる。

フ ィ ルバス ターモー ド で使用するためにオーバーラ イ ド イ ンを ミ ュー ト イ ンに変更

この変更は、上述の ミ ュー ト イ ンを イ ン ヒ ビ ッ ト に変更の変更と一緒にす

る限り実行できます。

手順 : X113 のジャ ンパをシ ョ ー ト させる。 R1046 および R1058 の抵抗器

を取り外す。

オフア ッ テネーシ ョ ンレベルの変更

この変更は、オフア ッ テネーシ ョ ンレベルを 15 dB から選択した値に変更

し ます。 以下の抵抗値から選択し て く だ さい。

手順 : R9088 および R9145 の抵抗器を取り外す。 新しい抵抗器を X901 と

X908 のジャ ンパポイ ン ト に取り付ける。

オフア ッ テネーシ ョ ンレベル 抵抗値

10 dB 18 kΩ

20 dB 50 kΩ

30 dB 150 kΩ
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ホール ド タ イムの増大

DIP スイ ッ チ SW702 の 0.4 秒と 1.0 秒のホールド タ イムオプシ ョ ンに加

え、 1.5 秒まで増大できます。 （1.5 秒以上は推奨し ません。）

手順 : X902 のジ ャ ンパポイ ン ト の向かいに側に 470 kΩの抵抗器を取り付

ける。 DIP スイ ッ チを 1.0 秒の位置に下げる。

ホール ド タ イムの減少

ホールド タ イムは出荷時初期設定の0.4秒から 0.3秒に減少できます。 （0.3
秒未満は推奨し ません。）

手順 : X903 のジャ ンパに 2 MΩ の抵抗器を取り付ける。

リ ン クグローバル / ローカル、 オフア ッ テネーシ ョ ン、 Last Mic Lock-On、
自動 / 手動 DIP スイ ッ チのリ モー ト コ ン ト ロール

必要に応じ て、これらの機能は SPST スイ ッ チを使用し て リ モー ト 操作が

できます。

手順 :
1. 必要な機能 （プ リ ン ト 基板上に印刷されている） に隣接し たプ リ ン ト

基板のジ ャ ンパーホールにワイヤをはんだ付けする。 これらのジャ ン

パは DIP スイ ッ チ SW702 の背部にある。

2. SW702 スイ ッ チ近 く の "GND" と記されているプ リ ン ト 基板ジャ ン

パーホールにワイヤをはんだ付けする。

3. 必要な DIP スイ ッ チをア ッ プの位置に設定する。

4. ジャ ンパ線を希望のリ モー ト 位置に配置し、 SPST ト グルスイ ッ チに

はんだ付けする。 ワイヤは DIP スイ ッ チ上の SCM810 シャーシを抜

け出てよい。 アースワイヤにワイヤをシ ョ ー ト させる と、 一致するス

イ ッ チの 「ダウン」 位置に機能が設定される。
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